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毛
詩
注
疏
第
九
九
之
三
譯
注
稿
毛
詩
小
雅
鄭
氏
箋
孔
穎
達
疏
田
中
和
夫
凡
例
○
?
毛
詩
正
義
?
本
文
は
足
利
學
校
秘
籍
叢
刊
（
汲
古
書
院
影
印
）?
毛
詩
註
疏
?
を
底
本
と
し
た
。（
簡
、
足
利
本
）
○
足
利
本
の
他
、
次
の
諸
本
を
用
い
て
校
勘
を
行
っ
て
い
る
。
異
體
字
に
つ
い
て
は
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
の
み
注
記
し
、
原
則
的
に
は
校
勘
を
行
わ
な
い
。
①
宋
本?
毛
詩
正
義
?（
巻
八
至
巻
二
四
）東
方
文
化
叢
書
、
影
印
本（
簡
、
疏
本
）
②
元
中
國
國
家
圖
書
館
藏
?
毛
詩
註
疏
?
元
刻
明
修
本
。
日
本
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
、
及
び
中
國
國
家
圖
書
館
藏
本
、「
中
華
再
造
善
本
」北
京
圖
書
館
出
版
社
影
印
を
用
い
た
。
後
者
は
前
者
の
や
や
後
刷
り
の
よ
う
で
あ
る
。
摩
耗
部
分
の
あ
る
部
分
な
ど
、
特
に
両
者
を
確
認
し
た（
簡
、
元
刊
本
）。
③
明
嘉
靖
年
間
刊
?
毛
詩
注
疏
?（
簡
、
本
）
④
明
萬
歴
十
四
年
北
京
國
子
監
刊
?
十
三
經
註
疏
?
本
（
簡
、
監
本
）
⑤
明
毛
氏
汲
古
閣
刊
?
十
三
經
注
疏
?
本
（
簡
、
毛
本
）
⑥
清
乾
隆
四
年
武
英
殿
校
刊
、
乾
隆
十
三
年
重
刻
?
十
三
經
注
疏
?
本
（
簡
、
殿
本
）
⑦
清
文
淵
閣
四
庫
全
書
?
毛
詩
注
疏
?
本
（
簡
、
全
書
本
）
⑧
清
嘉
慶
二
十
年
南
昌
府
學
開
元
校
勘
?
十
三
經
注
疏
?
本
（
簡
、
本
）
⑨
宋
宋
人
魏
了
翁?
毛
詩
要
義
?、
日
本
天
理
大
学
圖
書
館
所
藏
宋
淳
祐
十
二
年
徽
州
刻
本（『
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
』、
西
南
師
範
大
学
出
版
社
・
人
民
出
版
社
影
印
。
簡
、
徽
州
本
）。
更
に
光
緒
丙
戌
江
蘇
書
局
開
を
用
い
た
（
簡
、
光
本
）。
⑩
唐
以
前
敦
煌
詩
經
巻
子
倫
敦
藏
斯
﹇
ス
タ
イ
ン
﹈
二
〇
四
九
号
『
毛
詩
巻
』（
簡
、
斯
『
巻
』）
?
唐
以
前
敦
煌
詩
經
巻
子
巴
黎
藏
伯
﹇
ペ
リ
オ
﹈
二
五
一
四
号
『
毛
詩
巻
』（
簡
、
伯
『
巻
』）
『
毛
詩
巻
』
は
重
規
『
敦
煌
詩
經
巻
子
研
究
論
文
集
』（
新
亞
研
究
所
出
版
、
一
九
六
〇
年
九
月
刊
）の
写
真
版
影
印
に
由
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
氏
に
「
鈔
寫
不
工
、
文
多
訛
誤
、
如
東
山
自
我
不
見
、
作
我
不
自
見
、
…
皆
?
）
一
― ―108
抄
寫
經
文
之
顯
誤
。
其
他
傳
箋
文
字
脱
誤
、
尤
不
勝
。
然
其
勝
處
亦
復
不
少
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
誤
写
も
多
い
が
、
参
考
に
す
べ
き
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
氏
は
「
此
巻
與
今
本
文
字
相
異
、
有
關
經
義
、
足
資
證
者
、
略
如
次
」と
し
て
十
二
ヵ
條
挙
例
し
て
い
る（「
天
保
」篇
に
つ
い
て
は
指
摘
は
な
い
）。
鄭
箋
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、『
敦
煌
經
部
文
合
集
』（
中
華
書
局
刊
）
第
二
「
群
經
類
詩
經
之
部
」
は
参
考
す
る
に
止
め
た
。
原
文
の
写
真
版
の
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
文
章
の
意
味
を
取
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
は
適
宜
括
弧
を
つ
け
て
内
容
を
補
っ
た
。
天
保
、
下
報
上
也
。
君
能
下
下
、
以
成
其
政
、
臣
能
美
、
以
報
其
上
焉
。
天
保
﹇
の
詩
﹈
は
下
﹇
の
者＝
臣
下
﹈
が
上
﹇
の
者＝
君
主
﹈
に
対
し
て
﹇
そ
の
恩
に
﹈
報
い
る
た
め
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
君
主
が
下
の
者
、
臣
下
に
対
し
て
へ
り
く
だ
っ
て
、
そ
の
国
の
政
事
を
立
派
な
も
の
に
し
、
臣
下
は
そ
の
誉
を
上
の
者
、
君
主
の
お
か
げ
だ
と
し
て
、
そ
の
上
の
者
、
君
主
に
報
い
応
え
た
の
で
あ
る
。
鄭
注：
下
下
謂
鹿
鳴
至
伐
木
、
皆
君
所
以
下
臣
也
。
臣
亦
宜
美
於
王
、
以
崇
君
之
尊
而
福
禄
之
、
以
答
其
歌
。
「
下
下
（
下
に
下
る
）」
と
い
う
の
は
「
鹿
鳴
」
篇
よ
り
「
伐
木
」
篇
ま
で
の
詩
篇
の
内
容
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
篇
は
君
主
が
臣
下
に
へ
り
く
だ
っ
〔
て
、
あ
る
い
は
臣
下
を
「
燕
饗
し
」
あ
る
い
は
「
慰
労
」
し
〕
た
も
の
で
あ
る
。
臣
下
は
ま
た
君
王
の
お
か
げ
だ
と
こ
そ
思
い
を
致
し
、
君
主
の
尊
さ
を
言
祝
ぎ
、
祝
福
し
て
、
君
王
の
歌
に
答
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
疏
天
保
六
章
章
六
句
至
上
焉
正
義
曰
、
作
天
保
詩
者
言
下
報
上
也
。
謂
臣
下
作
詩
歌
君
之
美
。
言
天
保
神
祐（
校
１
）、
福
禄
所
鐘
、
君
雖
實
然
、
由
臣
所
詠
、
是
「
臣
下
美
以
報
其
上
」。
序
又
申
之
、
言「
君
能
下
其
臣
下
、
燕
饗
遣
」、
謂
鹿
鳴
至
伐
木
之
歌
。
以
成
其
國
之
政
教
、
故
臣
亦
宜
美
於
君
、
作
天
保
之
歌
以
報
答
其
上
焉
。
然
詩
者
志
也
。
各
自
吟
詠
六
篇
之
作
、
非
是
一
人
而
已
。
此
爲
答
上
篇
之
歌
者
、
但
聖
人
示
法
、
義
取
相
成
。
此
鹿
鳴
至
伐
木
於
前（
校
２
）、
此
篇
之
於
後
以
著
義
、
非
此
故
答
上
篇
也
。
何
則
上
五
篇
非
一
人
所
作
、
又
作
彼
者
不
與
此
計
議
、
何
相
報
之
有
。
鄭
云
「
亦
宜
」
者
示
法
耳
。
非
故
報
也
。
此
篇
六
章
皆
言
王
受
多
福
、
是
美
之
事
。
校
正（１
）
天
保
神
祐
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
天
保
神
祐
」
に
作
る
。
毛
本
、「
天
保
神
佑
」
に
作
る
。
（
２
）
此
鹿
鳴
至
伐
木
於
前
沈
廷
芳
『
十
三
經
注
疏
正
字
』
に
「
此
、
疑
置
字
誤
」
と
い
う
。
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
此
鹿
鳴
至
伐
木
於
前
」
に
作
り
、
疏
本
、「
比
鹿
鳴
至
伐
木
於
前
」
に
作
る
。
元
「
勘
記
」
に
「
案
此
當
作
比
」
と
い
う
。
元
の
勘
記
の
説
は
結
果
的
に
疏
本
に
「
此
」
を
「
比
」
に
作
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。「
比
」
と
す
れ
ば
、「
比
鹿
鳴
至
伐
木
於
前（
鹿
鳴
よ
り
伐
木
に
至
る
を
前
に
比なら
べ
）、
〜
」と
読
む
こ
と
に
な
る
。
疏
「
天
保
、
六
章
、
章
ご
と
に
六
句
」
よ
り
「
上
焉
」
ま
で
正
義：
「
天
保
」の
詩
を
作
成
し
た
目
的
は
下
の
者
が
上
の
者
に
報
い
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
臣
下
が
詩
を
作
成
し
、
君
主
の
美
点
﹇
優
れ
て
い
る
こ
と
、
素
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二
晴
ら
し
い
こ
と
﹈
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
天
は
保
ち
神
は
祐
け
、
福
禄
は
あ
つ
ま
り
き
た
る
」。
君
主
は
ま
こ
と
に
そ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
臣
下
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、「
臣
下
が
美
を
帰
し
以
て
其
の
上
に
報
ゆ
」
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
更
に
序
文
で
は
、
こ
れ
を
述
べ
て
「
君
能
く
（
其
の
臣
）
下
に
下
り
、
燕
饗
し
て
派
遣
し
、
慰
労
す
る
」
と
い
う
、
こ
れ
は
「
鹿
鳴
」
よ
り
「
伐
木
」
ま
で
の
歌
が
こ
れ
に
当
た
る
。〔
君
主
が
下
に
へ
り
く
だ
る
と
い
う
そ
の
徳
に
よ
っ
て
〕
そ
の
国
の
政
教
﹇
政
治
教
化
﹈
が
優
れ
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
、
臣
下
も
ま
た
美
を
〔
そ
の
誉
れ
を
〕
君
主
に
帰
し
て
〔
君
主
の
お
か
げ
だ
と
し
て
〕、「
天
保
」
の
歌
を
作
成
し
て
そ
の
君
主
に
報
い
答
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
詩
は
志
な
り
」で
あ
る
。
六
篇
の
詩
を
吟
詠
し
た
者
、
そ
の
作
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
一
人
の
者
が
吟
詠
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
こ
の
「
天
保
」
の
詩
を
上
の
詩
篇
﹇
鹿
鳴
か
ら
伐
木
﹈
に
答
え
た
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
聖
人
が
法
を
示
し
た
も
の
で
、
上
の
者
が
下
の
者
を
労
い
、
下
の
者
が
上
の
者
に
報
い
た
と
い
う
意
義
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。「
鹿
鳴
」
よ
り
「
伐
木
」
ま
で
の
詩
を
前
に
置
き
、
こ
の
「
天
保
」
を
こ
れ
ら
の
詩
篇
の
後
に
続
け
て
、
そ
の
意
義
を
著
わ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
特
に
こ
の
「
天
保
」
の
詩
篇
だ
け
で
も
っ
て
上
の
詩
篇
に
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
答
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、上
の
五
篇
は
一
人
の
人
が
作
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、ま
た「
彼
」
（
上
の
有
る
一
首
）
を
作
っ
た
者
が
「
此
」（
の
詩
を
作
っ
た
者
）
と
計
り
議
し
て
作
成
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
相
報
」い
る
こ
と
な
ど
決
し
て
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鄭
玄
が
「
亦
宜
」
い
っ
て
い
る
の
は
法
を
示
し
た
だ
け
で
あ
り
、〔
こ
の
天
保
の
詩
で
〕
特
に
報
い
た
と
解
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
六
篇
〔
鹿
鳴
、
四
牡
、
皇
皇
者
華
、
常
、
伐
木
、
天
保
の
詩
篇
〕
は
み
な
王
が
多
福
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
（
臣
下
が
）
そ
の
「
美
を
帰
す
」
と
い
う
こ
と
事
で
あ
る
。
天
保
定
爾
天
爾なんじを
保
定
す
天
は
汝
を
安
定
さ
せ
亦
孔
之
固
亦ま
た
孔はなはだ
之こ
れ
固かた
し
し
か
も
甚
だ
堅
固
に
安
定
さ
せ
よ
う
固
、
堅
也
。
毛
傳：
固
と
は
堅
い
こ
と
。
箋
云
、
保
、
安
。
爾
、
女
也
。
女
王
也
。
天
之
安
定
女
、
亦
甚
堅
固
。
鄭
箋：
保
と
は
安
ん
ず
る
こ
と
。
爾
と
は
女（
汝
）。
王
を
汝
と
す
る
の
で
あ
る
（
汝
と
は
王
の
こ
と
）。
天
が
汝
﹇
王
﹈
を
安
定
さ
せ
、
し
か
も
ま
た
た
い
そ
う
堅
固
に
安
定
さ
せ
る
。
爾
厚
爾なんじを
し
て
単まことも
て
﹇
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
﹈
厚
か
ら
し
む
（
毛
傳
一
）
〔
天
は
〕
汝
に
天
下
の
臣
民
を
誠
信
まごころ
こ
め
て
、
慈いつくし
ま
せ
る
爾なんじを
し
て
単あつ
き
（
徳
）﹇＝
厚
徳
﹈
も
て
厚
か
ら
し
む
（
毛
傳
二
）
天
は
汝
に
汝
の
厚
徳
〔
優
れ
た
人
徳
〕
で
も
っ
て
天
下
の
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
さ
せ
る
爾なんじを
し
て
単ひとえに
厚
か
ら
し
む
（
鄭
箋
）
天
は
汝
に
天
下
の
民
を
す
べ
て
手
厚
く
惠
を
与
え
さ
せ
る
何
福
不
除
何なん
の
福
さいわいか
除ひら
か
ざ
ら
む
如
何
な
る
福
も
開
き
与
え
て
く
れ
る
、
使
。
、
信
也
。
或
曰
、
、
厚
也
。
除
、
開
也
。
毛
傳：
と
は
使
（
使
役
を
表
す
語
）。
は
信
（
ま
こ
と
、
ま
ご
こ
ろ
こ
め
て
〜
）。
或
る
人
は
は
厚
い
〔「
厚
徳
」
の
厚
い
と
い
う
意
味
、
す
ぐ
れ
た
〕
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
除
は
開
く
の
意
。
補
注：
段
玉
裁
『
詩
經
小
學
』
に
「
按
釋
信
也
。
是
毛
以
爲
之
借
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?
）
三
也
。」（『
皇
清
經
解
』
巻
六
百
三
十
）
と
い
う
。
箋
云
、
、
盡
也
。
天
使
女
盡
厚
天
下
之
民
、
何
福
而
不
開
、
皆
開
出
以
予
之
（
校
１
）。
鄭
箋：
は
尽
ことごとく（
副
詞
）。
天
は
汝
に
天
下
の
民
を
す
べ
て
手
厚
く
惠
を
与
え
さ
せ
る
の
で
、
開
け
て
出
さ
な
い
福
は
な
く
、〔
天
は
〕如
何
な
る
幸
福
も
開
き
出
し
て
き
て
〔
王
に
〕
与
え
て
く
れ
る
。
校
正（１
）
何
福
伯
『
巻
』、「
天
使
汝﹅
盡
厚
天
下
之
民
福﹅
何﹅
而
不
開
、
言
開
出
予
之
」
に
作
る
。
斯
『
巻
』、「
天
使
女﹅
盡
厚
天
下
之
民
開﹅
何﹅
福﹅
而﹅
開﹅
、
言
皆
開
出
予
之
」
爾
多
益
爾なんじを
し
て
多
益
な
ら
し
め
〔
天
は
〕
汝
に
ま
す
ま
す
多
く
の
物
を
益
し
与
え
る
の
で
以
莫
不
庶
以
て
庶
か
ら
ざ
る
な
し
多
く
な
ら
な
い
物
は
な
い
庶
、
衆
也
。
毛
傳：
庶
は
衆
い
こ
と
。
箋
云
、
莫
、
無
也
。
使
女
毎
物
益
多
、
以
是
故
無
不
衆
也
。
鄭
箋：
莫
は
無
い
こ
と
。
汝
に
諸
物
益
々
多
く
与
え
る
の
で
、
多
く
な
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
疏
天
保
至
不
庶
毛
於
字
自
作
兩
解
、
以
爲
作
者
見
時
人
物
得
所
、
生
業
日
隆（
校
１
）、
歌
而
之
以
告
王
、
言
「
天
之
安
定
汝
、
王
位
亦
甚
堅
固
矣
。
何
者
、
天
使
汝
誠
信
愛
厚
天
下
臣
民
、
即
知
、
何
等
福
不
開
出
與
之
。
天
又
使
汝
天
下
毎
物
、
皆
多
有
所
益
、
以
是
之
故
、
物
無
不
衆
多
也
。
毎
物
衆
多
、
是
安
定
汝
、
王
位
甚
堅
固
也
」。
毛
又
厚
者
、
天
使
汝
以
厚
德
厚
天
下
耳
。
鄭
玄
以
爲
盡
厚
天
下
爲
異
、
餘
同
。
言
亦
孔
之
固
、
亦
語
辭
、
猶
不
亦
宜
乎
。
校
正（１
）
生
業
日
隆
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
、「
生
業
日
隆
」
に
作
る
。
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
王
業
日
隆
」
に
作
る
。
元
「
勘
記
」
に
「
本
明
監
本
毛
本
生
誤
王
」
と
あ
る
。
足
利
本
か
ら
元
刊
本
ま
で「
生
」に
作
っ
て
お
り
、
ま
た
文
脈
か
ら
見
て
も「
生
」
に
作
る
の
が
妥
当
。
○
「
天
保
」
よ
り
「
不
庶
」
ま
で
毛
公
は
「
」
の
字
に
つ
い
て
自
ら
両
説
を
挙
げ
て
い
る
。〔
そ
の
解
釈：
〕
詩
の
作
者
は
現
今
、人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
し
か
る
べ
き
所
を
得
て
お
り
、そ
の
生
業
日
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
の
を
見
て
、
歌
っ
て
こ
れ
を
称
え
、
王
に
告
げ
て
い
う
、「
天
が
汝
を
安
定
さ
せ
、
王
の
位
も
ま
た
甚
だ
堅
固
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
天
は
汝
に
天
下
の
臣
民
を
誠
信
まごころ
こ
め
て
、
厚
く
慈いつくし
ま
せ
る
の
で
、
い
か
な
る
福
も
開
き
出
し
て
与
え
な
い
こ
と
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
天
は
ま
た
汝
に
命
じ
て
天
下
の
物
毎ごと
〔
物
も
の
、
諸
物
〕
す
べ
て
多
く
益
や
し
て
い
か
せ
て
い
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
多
く
な
ら
な
い
物
は
な
い
。
す
べ
て
の
物
が
多
く
な
る
の
だ
か
ら
、
汝
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
汝
の
王
位
も
甚
だ
堅
固
な
も
の
と
な
る
の
だ
」。
毛
公
が
ま
た
「
、
厚
」
と
い
う
別
説
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、「
天
汝
を
し
て
厚
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四
徳
を
以
て
天
下
を
厚
く
す
（
天
は
汝
に
厚
徳
〔
優
れ
た
人
徳
〕
で
も
っ
て
天
下
を
厚
く
す
る
〔
天
下
の
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
さ
せ
る
〕」
と
意
味
を
取
る
た
め
で
あ
る
。鄭
玄
は
「
盡
厚
天
下
」
に
つ
い
て
異
な
っ
た
解
釈
を
取
る
が
、
他
は
毛
傳
と
同
じ
。「
亦
孔
之
固
」
の
「
亦
」
は
語
助
辞
で
あ
り
、「
不
亦
宜
乎
（
亦
た
宜
か
ら
ざ
ら
ん
乎
）」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
（
強
め
の
意
）。
○
箋
天
使
至
予
之
（
校
１
）
校
正（１
）
箋
天
使
至
予
之
足
利
本
・
疏
本
、「
箋
天
使
至
予
之
」
に
作
る
。
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
、「
箋
云
天
使
至
予
之
」
に
作
る
。
元
「
勘
記
」
に
「
本
明
監
本
毛
本
天
誤
云
」
と
あ
る
。
勘
記
の
説
が
妥
当
。
正
義
曰
、
此
章
言
福
謂
王
得
福
也
。
下
章
乃
言
臣
民
受
天
禄
（
１
）
耳
。
王
能
愛
厚
下
民
、
德
當
天
意
、
然
後
天
降
之
福
、
但
王
能
布
德
、
亦
天
爲
之
、
故
云
、
天
使
汝
盡
厚
天
下
之
民
、
何
福
而
不
開
。
言
何
廣
辭
、
故
云
、
皆
開
出
予
之
。
言
開
者
、
若
有
閉
藏
畜
積
、
今
開
出
之
、
然
此
云
、
開
出
予
之
、
據
天
授
與
王
、
下
言
、
受
天
百
禄
、
據
臣
受
天
禄
、
亦
相
通
也
。
校
正（１
）
禄
疏
本
の
み
「
福
」
に
作
る
。
○
鄭
箋
の
「
天
使
」
よ
り
「
予
之
」
ま
で
正
義：
こ
の
章
の
福
と
は
、
王
が
福
を
得
る
と
い
う
意
味
で
の
福
で
あ
る
。
下
の
章
で
は
臣
民
が
天
の
福
を
得
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
王
が
下
民
を
愛
す
る
こ
と
厚
い
の
で
、
そ
の
徳
は
天
の
意
に
か
な
う
。
そ
の
後
で
天
は
こ
の
〔
王
〕
に
福
を
下
す
の
で
あ
る
。
た
だ
、
王
が
徳
を
〔
下
民
に
〕
布し
き
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
ま
た
、
天
が
そ
の
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
天
汝
を
し
て
尽
く
天
下
の
民
に
厚
か
ら
し
む
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
何
福
而
不
開
」
と
い
う
こ
の
「
何
」
と
は
広
辞
〔
?広
く
す
べ
て
の
福
と
い
う
、
範
囲
を
拡
げ
る
語
〕
で
あ
る
。
な
の
で
「
皆
開
出
予
之
（
皆
開
き
出
し
て
之
に
予
え
ん
）」
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
開
」と
言
う
の
は
、
も
し
閉
藏
蓄
積
し
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
今
、
開
い
て
之
を
出
す
、
と
い
う
こ
と
で
、
だ
か
ら
こ
こ
で
「
開
出
予
之
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
こ
れ
は
「
予
」
が
〕
天
が
王
に
授
与
す
る
、
と
い
う
解
釈
に
依
っ
た
も
の
で
、
下
に
「
受
天
百
禄
」
と
い
う
の
は
、
臣
下
が
天
の
禄
を
受
け
る
、
と
い
う
解
釈
に
依
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
で
も
ま
た
通
じ
よ
う
。
天
保
定
爾
天
爾なんじを
保ほ
定てい
す
天
は
汝
を
安
ん
じ
定
め
て
爾
穀
爾なんじを
し
て
せん
穀こく
な
ら
し
む
汝
に
命
じ
て
群
臣
に
福
禄
を
与
え
る
よ
う
に
さ
せ
無
不
宜
ことごとく
宜よろ
し
か
ら
ざ
る
な
し
そ
の
為
す
こ
と
は
み
な
適
切
に
行
わ
れ
受
天
百
禄
天
の
百
禄
ひやくろくを
受う
く
群
臣
は
み
な
天
か
ら
の
福
禄
を
受
け
る
、
福
。
穀
、
禄
。
、
盡
也
。
箋
云
、
天
使
女
所
福
禄
之
人
、
謂
群
臣
也
。
其
事
盡
得
其
宜
、
受
天
之
多
禄
（
校
１
）。
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五
校
正（１
）
天
之
多
禄
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
天
之
多
禄
」に
作
る
。
毛
本
の
み「
天
之
多
福
」に
作
る
。
斯『
巻
』、「
天
之
多
禄
」
に
作
る
。
伯
『
巻
』、「
天
之
多
福
」
に
作
る
。
毛
傳：
せん
は
福
、
穀
は
禄
。
は
尽
く
の
意
。（『
經
典
釋
文
』
に
「
、
子
淺
反
、
福
也
」
と
あ
る
）
鄭
箋：
天
汝
を
し
て
福
禄
す
る
所
の
人
た
ら
し
む
（
天
が
汝
に
命
じ
て
福
禄
を
与
え
る
人
と
さ
せ
る
）、〔
そ
の
福
禄
を
受
け
る
人
と
は
、〕群
臣
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
汝
、
王
が
〔
成
す
こ
と
、
成
し
た
事
〕
す
べ
て
そ
の
宜
し
き
を
得
さ
せ
（
す
べ
て
う
ま
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
）、
天
の
福
禄
を
授
け
る
。
補
注：
焦
循
『
毛
詩
補
疏
』
は
、
こ
の
鄭
箋
に
つ
い
て
触
れ
、「
爾
穀
、
直
謂
予
爾
福
禄
、
爾
福
、
直
謂
予
爾
遠
福
。
不
必
増
出
臣
民
。
箋
義
非
傳
有
也
。
盡
無
不
宜
、
横
言
之
、
維
日
不
足
、
言
之
」
と
い
う
（『
皇
清
經
解
』
巻
一
千
一
百
五
十
四
）。
降
爾
福
（
校
１
）
爾なんじに
か
福ふく
を
降くだ
す
こ
と
天
は
汝
に
天
下
に
広
く
行
き
渡
る
よ
う
な
福
を
下
し
維
日
不
足
（
校
２
）
維こ
れ
日ひ
も
足た
ら
ず
い
く
ら
日
に
ち
が
あ
っ
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
に
休
ま
ず
務
め
て
い
る
箋
云
、
（
校
１
）、
遠
也
。
天
又
下
予
女
、
以
廣
遠
之
福
、
使
天
下
溥
蒙
之
、
汲
汲
然
如
日
且
不
足
也
（
校
３
）。
校
正（１
）
斯
『
巻
』、「
瑕
」
に
作
る
。
伯
『
巻
』、「
」
に
作
る
。
（
２
）
維
伯
『
巻
』、「
惟
」
に
作
る
。
（
３
）
日
且
不
足
四
部
叢
刊
本
（
瞿
氏
鐵
銅
劍
樓
蔵
宋
刊
本
）・
四
部
備
要
本
（
據
相
臺
岳
氏
家
塾
本
校
刊
）『
毛
詩
』、「
日
且
不
足
」
に
作
る
。
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
日
且
不
足
」
に
作
る
。
斯
『
巻
』、「
使
天
下
溥
蒙
之
、
汲
汲
然
如
日
且
不
足
也
」
を
「
使
天
下
者﹅
蒙
之
汲
汲
然
、
如
日﹅
不
足
也
」
に
作
る
。
伯
『
巻
』、「
使
天
下
盡﹅
蒙
之
汲
汲
然
、
如
日
且
不
足
也
」
に
作
る
。
鄭
箋：
は
遠
い
こ
と
。
天
は
ま
た
汝
に
、
広
く
遠
く
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
な
福
を
下
し
与
え
よ
う
と
し
、
天
下
に
遍
く
こ
の
福
を
蒙
ら
し
め
よ
う
と
し
て
、
汲
汲
然
と
ひ
た
す
ら
休
ま
な
い
た
め
に
い
く
ら
日
が
あ
っ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
だ
。
疏
天
保
至
不
足
正
義
曰
、
天
安
定
汝
之
王
位
、
故
使
汝
所
福
禄
之
人
、
朝
廷
群
臣
等
、
盡
無
有
不
宜
、
其
事
皆
得
其
所
而
受
天
百
禄
。
群
臣
之
外
、
天
又
下
與
汝
廣
遠
之
福
、
及
天
下
之
民
、
汲
汲
而
欲
下
之
、
維
恐
日
日
不
足（
校
１
）、
言
天
之
使
汝
臣
民
倶
受
天
福
、
是
安
定
汝
也
。
群
臣
受
王
爵
位
、
故
謂
群
臣
爲
汝
所
授
福
禄
之
人
。
校
正（１
）
維
恐
日
日
不
足
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
、
「
維
恐
日
日
不
足
」
に
作
る
。
殿
本
・
全
書
本
、「
維
恐
日
且
不
足
」
に
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作
る
。
本
、「
維
恐
日
日
不
足
」
に
作
り
、「
本
明
監
本
毛
本
且
誤
日
」
と
す
る
。
意
味
上
は
「
日
日
」
を
「
日
且
」
に
作
る
方
が
通
り
や
す
い
が
、
足
利
本
を
始
め
、
先
行
諸
本
、「
日
日
」に
作
る
の
に
従
っ
て
お
く
。
鄭
箋
の
本
文
が
各
本
「
日
且
不
足
」
に
作
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
足
利
本
は
じ
め
「
注
疏
」
本
文
で
は
「
日
日
不
足
」
と
な
っ
て
い
る
。
元
の
言
う
よ
う
に
単
な
る
誤
刻
な
の
か
、
或
い
は
鄭
箋
本
文
「
汲
汲
然
如
日
且
不
足
也
」
と
注
疏
「
維
恐
日
日
不
足
」
の
文
章
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
な
の
か
、
俄
に
は
断
じ
が
た
い
。
疏
天
保
か
ら
不
足
ま
で
正
義：
天
は
汝
の
王
位
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
汝
を
福
禄
を
与
え
る
者
に
さ
せ
、
朝
廷
の
群
臣
等
は
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
爵
位
を
得
て
、
彼
等
の
為
す
こ
と
は
み
な
為
す
べ
き
場
所
・
機
会
を
得
て
、
天
か
ら
の
百
禄
、
多
福
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
群
臣
の
外
、
天
は
ま
た
汝
、
王
に
広
く
遠
く
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
な
福
を
下
し
与
え
、
そ
れ
が
天
下
万
民
に
及
ぶ
よ
う
に
、
汲
汲
然
と
大
急
ぎ
で
福
を
下
そ
う
と
す
る
こ
と
、
日
も
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
天
が
汝
の
臣
民
に
も
、
と
も
に
天
の
福
を
享
受
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
汝
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
群
臣
は
王
か
ら
爵
位
を
授
か
る
の
で
、
群
臣
を
汝
か
ら
福
禄
を
授
か
る
人
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
保
定
爾
天てん
爾なんじを
保ほ
定てい
す
天
は
汝
を
安
ん
じ
定
め
以
莫
不
興
以もつ
て
興さか
ん
な
ら
ざ
る
な
し
草
木
は
茂
り
、
禽
獣
は
大
き
く
育
ち
、
天
下
の
万
物
、
み
な
盛
ん
に
な
る
箋
云
、
興
、
盛
也
。
無
不
盛
者
、
使
萬
物
皆
盛
、
草
木
暢
茂
、
禽
碩
大
。
鄭
箋：
興
と
は
盛
ん
に
な
る
こ
と
。
興
ん
な
ら
ざ
る
な
し
と
は
、
万
物
を
す
べ
て
盛
ん
に
さ
せ
る
こ
と
、
草
木
は
延
び
茂
り
、
禽
獣
は
大
き
く
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
如
山
如
阜
山やま
の
如ごと
く
阜おか
の
如ごと
く
〔
そ
の
盛
ん
な
様
は
〕
山
の
よ
う
で
あ
り
ま
た
阜
の
よ
う
で
あ
る
如
岡
如
陵
岡おか
の
如ごと
く
陵
おおおかの
如ごと
く
岡
の
よ
う
で
あ
り
ま
た
陵
の
よ
う
で
あ
る
言
廣
厚
也
。
高
平
曰
陸
、
大
陵
（
校
１
）
曰
阜
、
大
阜
曰
陵
。
校
正（１
）
大
陵
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
、「
大
陵
」
に
作
る
。
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
大
陸
」
に
作
る
。
斯
『
毛
詩
巻
』
に
「
大
陵
」
に
作
る
。
四
部
叢
刊
本
・
四
部
備
要
本
（
相
臺
岳
氏
家
塾
本
校
刊
）
『
毛
詩
鄭
箋
』、「
大
陸
」に
作
る
。
文
の
流
れ
か
ら
い
え
ば
、「
大
陸
」に
作
る
の
が
よ
い
。（
な
お
同
『
毛
詩
巻
』
に
「
言
廣
厚
也
」
を
「
言
其
廣
厚
」
に
作
る
）。
毛
傳：
広
く
ま
た
手
厚
く
す
る
こ
と
を
い
う
。高
く
平
ら
な
土
地
を
陸
と
い
い
、
大
陸
を
阜
と
い
い
、
大
阜
を
陵
と
い
う
。
箋
云
、
此
言
其
福
禄
委
積
高
大
也
（
校
１
）。
鄭
箋：
こ
れ
は
そ
の
受
け
る
福
禄
が
集
ま
り
積
み
重
な
る
こ
と
高
く
大
き
い
こ
と
を
い
う
。
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七
校
正（１
）
此
言
其
福
禄
委
積
高
大
也
伯
『
巻
』
に
「
此
言
其
福
禄
委
積
、
積﹅
小﹅
以﹅
成﹅
髙
大
也
」
に
作
る
。
斯
『
巻
』
に
は
「
此
言
其
福
委
禄
積
髙
大
也
」
に
作
る
。
文
章
構
成
と
し
て
は
巴
黎
本
が
や
や
優
る
か
。
如
川
之
方
至
川
の
方まさ
に
至
る
如
く
〔
盛
ん
に
な
る
様
は
〕
川
が
水
か
さ
を
増
し
て
来
る
時
以
莫
不
以
て
増
さ
ざ
る
な
し
す
べ
て
の
物
を
押
し
流
し
て
し
て
く
る
〔
そ
の
よ
う
に
福
禄
が
し
て
こ
よ
う
〕
箋
云
、
川
之
方
至
謂
其
水
長
之
時
也
。
萬
物
之
収
皆
多
也
（
校
１
）。
鄭
箋：
「
川
の
方
に
至
る
と
き
」と
い
う
の
は
川
の
流
れ
が
水
を
集
め
て
勢
い
を
益
し
て
い
く
と
き
を
い
う
。全
て
の
物
を
収
め
集
め
益
し
増
え
て
く
る
こ
と
。（『
經
典
釋
文
』
に
「
、
足
用
反
。
長
、
張
丈
反
」
と
あ
る
。
長
は
す
の
意
味
。）
校
正（１
）
萬
物
之
収
皆
多
也
伯
『
巻
』
に
「
萬
物
之
茂﹅
皆
多
」
に
作
る
。
疏
傳
高
平
至
曰
陵
正
義
曰
釋
地
文
。
李
巡
曰
、「
高
平
謂
土
地
豐
正
、
名
爲
陸
、
土
地
獨
高
大
、
名
曰
阜
、
最
大
名
爲
陵
」。
疏
毛
傳
の
高
平
か
ら
曰
陵
ま
で
正
義：
（「
高
平
曰
陸
、
大
陵
曰
阜
、
大
阜
曰
陵
」
と
は
）『
爾
雅
』「
釋
地
」
の
文
章
。
李
巡
は
曰
う
「
土
地
が
高
く
て
平
ら
と
い
う
の
は
、
そ
の
土
地
が
肥
え
て
い
て
平
ら
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
を
陸
と
い
う
。
土
地
が
あ
た
り
か
ら
際
立
っ
て
高
く
な
っ
て
い
て
広
大
で
あ
る
の
を
阜
と
い
い
、
そ
の
阜
の
中
で
最
も
広
大
な
の
を
陵
と
い
う
」。
○
箋
此
言
至
高
大
正
義
曰
、
言
所
委
聚
所
累
積
而
高
大
也
。
地
官
遺
人
注
云
、
少
曰
委
、
多
曰
積
｛
積｝
者
、
以
遣
人｛
當
米
粟
有
限
（
校
１
）、｝
言
三
十
里
有
委
、
五
十
里
有
積
、
對
例
、
故
爲
少
多
耳
。
此
則
無
例
也
。
校
正（１
）
少
曰
委
多
曰
積﹅
積﹅
者
以
遺
人
當﹅
米
粟
者﹅
有
限
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
、「
少
曰
委
多
曰
積﹅
積﹅
者
以
遺
人
當﹅
米
粟
者﹅
有
限
」
に
作
る
。
疏
本
、「
少
曰
委
多
曰
積﹅
積﹅
者
以
遺
人
當﹅
米
粟
有
限
」に
作
る
。
殿
本
・
全
書
本
、「
少
曰
委
多
曰
積﹅
者
以
遺﹅
人
掌﹅
米
粟
有
限
」
に
作
る
。
い
ず
れ
の
本
文
に
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
読
み
に
く
い
。
元「
勘
記
」
に
は
、「
本
明
監
本
毛
本
同
。
案
下
『
積
』
字
當
作
『
異
』。
謂
此
箋
以
委
積
皆
爲
多
、
似
與
彼
注
分
委
積
爲
多
少
者
異
。
廬
文
云
、
其
上
當
有
脱
文
。
浦
云
、『
積
』
及
下
『
當
粟
米
者
有
限
』、
凡
七
字
疑
衍
。
皆
非
」と
あ
る
。
沈
廷
芳『
十
三
經
注
疏
正
字
』（
実
際
は
浦
著
）
に
は
、「『
積
』及
下『
當
米﹅
粟﹅
者
有
限
』、
凡
七
字
疑
衍
」。
と
あ
る
。
浦
の
云
う
如
く
、
積
の
一
字
及
び
下
の
七
字
は
衍
字
と
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。
孫
讓
『
十
三
經
注
疏
校
記
』
に
は
「
當
、
疑
掌
」。
と
あ
る
。
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八
○
鄭
箋
の
此
言
か
ら
高
大
ま
で
○
正
義：
（
委
積
高
大
と
は
）委
聚
し
、
ま
た
累
積
し
て
、
高
く
大
き
く
な
る
こ
と
。
『
周
禮
』
地
官
遺
人
の
鄭
玄
注
に
「
少
な
き
を
委
と
曰
ひ
、
多
き
を
積
と
曰
ふ
（〔
穀
物
の
蓄
え
で
〕
少
な
く
集
め
た
の
を
委
と
い
い
、
多
く
集
め
た
の
を
積
と
い
う
）」
と
あ
る
（
注
１
）
の
は
、『
周
禮
』
地
官
「
遺
人
」
に
「
三
十
里
〔
有
宿
、
宿
有
路
室
、
路
室
〕
有
委
。
五
十
里
〔
有
市
、
市
有
候
館
、
候
館
〕
有
積
」
と
対
を
な
し
た
例
が
あ
る
の
で
、「
少
な
る
を
委
、
多
な
る
を
積
」、
と
分
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
﹇
?委
積
﹈
に
つ
い
て
高
大
と
対
比
し
て
い
う
の
は
例
が
な
い
。
注（
１
）
少
曰
委
、
多
曰
積
『
周
禮
』
地
官
「
遺
人
」
の
鄭
玄
注
「
少
曰
委
、
多
曰
積
」に
つ
い
て
、
そ
の
公
彦
の
疏
に「
云
少
曰
委
、
多
曰
積
者
、
據
此
文
三
十
里
言
委
、
五
十
里
言
積
、
相
對
而
言
。
若
散
文
則
多
亦
曰
委
。
委
人
所
云
薪
蒸
亦
曰
委
是
也
」
と
い
う
。
委
も
積
も
同
じ
く
聚あつ
め
る
こ
と
。
鄭
玄
は
「
遺
人
」
の
本
文
に
「
三
十
里
言
委
、
五
十
里
言
積
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、委
と
積
と
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
言
っ
た
も
の
で
、
委
と
積
と
分
散
し
て
使
わ
れ
た
と
き
は
委
も
積
も
同
じ
意
味
だ
と
い
う
。な
お
、『
周
禮
』
に
お
い
て
「
遺
人
掌
邦
之
委
積
、
以
待
施
惠
」（
地
官
「
遺
人
」）
や
「
大
賓
客
、
令
野
修
道
委
積
」（
地
官
「
大
司
徒
」）
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
「
委
積
」
は
、
集
め
蓄
え
ら
れ
た
米
穀
や
薪
・
秣
の
類
を
い
う
（「
凡
儲
聚
禾
米
薪
芻
之
屬
、
通
謂
之
委
積
」
孫
讓
『
周
禮
正
義
』
地
官
「
大
司
徒
」
疏
）。
国
家
の
用
に
充
て
て
余
っ
た
穀
物
や
薪
・
秣
・
柴
草
等
を
蓄
え
、
各
種
の
施
し
や
賓
客
の
接
待
の
た
め
な
ど
の
用
に
充
て
る
。
遺
人
と
は
「
掌
邦
之
委
積
、
以
待
施
惠
。
里
之
委
積
、
以
恤
民
之
。
…
」
と
あ
り
、
非
常
時
と
か
民
人
の
艱
難
を
救
う
等
々
の
た
め
に
穀
物
類
を
集
め
、
ま
た
時
に
応
じ
て
頒
布
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
掌
る
役
人
。
吉
爲
吉よ
く
きよ
め
て
し
を
為つく
り
よ
く
心
身
を
清
め
て
供
物
を
用
意
し
て
是
用
孝
享
是ここ
を
用も
っ
て
孝こう
も
て
享きようす
孝
敬
の
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
さ
さ
げ
薦
め
る
吉
、
善
。
けん
、
也
。
、
酒
食
也
。
享
、
也
。
毛
傳：
吉
は
善
、
けん
は
、
清
め
る
こ
と
（『
經
典
釋
文
』
に
「
吉
、
古
玄
反
。
舊
音
圭
也
」）。
し
は
酒
と
食
事（『
經
典
釋
文
』に「
爲
、
尺
志
反
。
酒
食
也
」）。
享きようは
ず
る
こ
と
、す
す
め
る
こ
と
。祭
祀
に
於
い
て
供
物
を
さ
さ
げ
る
こ
と（『
經
典
釋
文
』
に
「
孝
享
、
許
丈
反
。
」）。
箋
云
、
謂
將
祭
祀
也
（
校
１
）。
鄭
箋：
祭
祀
を
将おこなう
こ
と
を
い
う
。
校
正（１
）
謂
將
祭
祀
也
伯
『
巻
』
に
「
享﹅
謂
將
祭
祀
時﹅
也
」
と
あ
る
。「
祭
祀
を
執
り
行
な
お
う
と
す
る
時
」
の
意
味
と
な
ろ
う
。
祀
烝
嘗
（
校
１
）
やく
祀し
烝じよう
嘗しよう
春
の
やく
祭
夏
の
祀し
祭
秋
の
烝じよう
祭
冬
の
嘗しよう
祭
に
は
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九
于
公
先
王
（
校
２
）
于ゆ
い
て
先せん
王おう
に
公つか
う
（
毛
傳
）
先
王
〔
の
廟
〕
に
往
っ
て
事つか
え
先
公
先
王
〔
の
廟
〕
に
于お
い
て
す
（
鄭
箋
）
校
正（１
）
『
經
典
釋
文
』
に
「
本
又
作
。
餘
若
反
」
と
あ
る
。
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
」
に
作
る
。
伯
『
巻
』・
斯
『
巻
』
に
「
」
に
作
る
。
（
２
）
先
王
足
利
本
・
元
刊
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
先
王
」
に
作
る
。
本
の
み
「
先
生﹅
」
に
作
る
の
は
、
誤
刻
。
春
曰
祀
、
夏
曰
、
秋
曰
嘗
、
冬
曰
烝
。
公
、
事
也
。
毛
傳：
春
の
祭
礼
を
祀
と
い
い
、
夏
の
祭
礼
を
やく
と
い
い
、
秋
の
そ
れ
を
嘗しようと
い
い
、
冬
の
そ
れ
を
烝じようと
い
う
。
公
と
は
事つか
え
る
こ
と
。
箋
云
、
公
、
先
公
謂
后
稷
至
諸
（
校
）
鄭
箋：
公
と
は
先
公
の
こ
と
、
后
稷
か
ら
諸
ま
で
の
先
公
を
指
す
。
校
正（校
）
諸
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
諸
」
に
作
る
。『
經
典
釋
文
』「
毛
詩
音
義
中
」
に
「?
諸
?
直
留
反
、
周
大
王
父
名
」
と
あ
る
。
伯
『
巻
』
に
「
后
稷
諸
至
弗
」
に
作
る
。
君
曰
卜
爾
君きみ
曰いわ
く
、
爾なんじに
卜ぼく
し
て
先
君
の
が
祭
祀
の
主
人
に
祝
福
の
言
葉
を
降
し
て
い
っ
た
、「
汝
に
万
年
の
寿
命
を
与
え
よ
う
」
萬
壽
無
疆
万ばん
寿じゆ
疆かぎりな
け
む
「
そ
の
寿
命
は
何
時
ま
で
も
限
り
な
い
で
あ
ろ
う
」
君
、
先
君
也
。
所
以
象
神
、
卜
予
也
。
毛
傳：
君
と
は
先
君
。
は
神
に
象
っ
た
も
の
、
卜
は
予
﹇
与
え
る
﹈
の
意
。
箋
云
、
君
曰
卜
爾
者
（
校
１
）、
主
人
、
傳
神
辭
也
。
鄭
箋：
「
君
曰
卜
爾
（
君
曰
く
爾
に
卜
す
）」
と
は
、
が
主
人
を
いわ
っ
て
神
の
辞
を
伝
え
た
こ
と
を
い
う
。
校
正（１
）
「
君
曰
卜
爾
者
」
斯
『
巻
』
に
「
君
曰
卜
者
」
に
作
る
。
伯
『
巻
』、
「
君
曰
卜
爾
者
」
に
作
る
。
疏
吉
至
無
疆
毛
以
王
既
爲
天
安
定
、
民
事
已
成
、
乃
善
爲
酒
食
之
饌
、
是
用
致
孝
敬
之
心
而
之
。
所
者
將
以
爲
祀
烝
嘗
之
祭
、
往
事
其
先
王
、
由
王
齊
敬
誠
、
神
降
福
、
先
君
之
予（
校
１
）主
人
曰
、「
予
爾
萬
年
之
壽
、
無
有
疆
畔
境
界
」、
言
民
神
相
悦
（
校
２
）、
所
以
能
受
多
福
也
。
鄭
以
公
爲
先
公
、
言
爲
此
祀
烝
嘗
之
祭
於
先
公
先
王
之
廟
也
。
餘
同
。
校
正（１
）
予
足
利
本
・
疏
本
・
本
、「
予
」
に
作
る
。
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
于
」
に
作
る
。
元
刊
本
、「
子
」
に
作
る
の
は
誤
刻
。
（
２
）
相
悦
足
利
本
、「
互
悦
」
に
作
り
、
疏
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
倶
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一
〇
悦
」
に
作
る
。
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
、「
相
悦
」
に
作
る
。
疏
吉
よ
り
無
疆
ま
で
毛
傳：
王
は
天
に
安
定
さ
れ
、
民
事
も
整
い
治
ま
っ
た
の
で
、
善
く﹇
心
身
を
﹈
潔
め
、﹇
祭
礼
の
た
め
の
﹈
酒
食
の
饌せん
﹇
?供
え
物
﹈
を
用
意
し
て
、
孝
敬
の
心
を
表
し
て
、
こ
れ
を
﹇
祖
先
の
霊
に
﹈
さ
さ
げ
た
の
で
あ
る
。
供
物
を
さ
さ
げ
る
の
は
、
祀
烝
嘗
の
﹇
四
時
の
﹈
祭
礼
の
時
で
、
王
は
自
ら
赴
い
て
先
王
に
事
え
る
。
王
が
齊
敬
誠
﹇
心
身
を
清
め
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
先
王
を
敬
っ
﹈
た
た
め
に
、
神
霊
は
﹇
そ
の
供
え
物
を
﹈
う
け
﹇
祭
主
の
王
に
﹈
福
を
降
し
、
先
君
の
は
主
人
に
予
し
て
﹇
祝
っ
て
﹈
い
う
「
爾
に
万
年
の
寿
を
予
へ
よ
う
、﹇
そ
の
年
壽
に
﹈
疆
畔
・
境
界
﹇
?限
り
﹈
あ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」。
民
・
神
と
も
に
相
悦
ぶ
た
め
に
、
多
福
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
鄭
玄
は
公
を
先
公
と
み
な
し
、
こ
の
祀
烝
嘗
の
祭
を
先
公
・
先
王
の
廟
で
執
り
行
う
、
と
す
る
。
他
の
部
分
は
毛
傳
と
同
じ
。
○
箋
謂
將
祭
祀
正
義
曰
、
以
下
文
始
云
祀
烝
嘗
、
故
知
將
祭
祀
致
其
意
。
鄭
箋
の
「
謂
將
祭
祀
」
に
つ
い
て
正
義：
以
下
の
経
文
に
始
め
て
「
祀
烝
嘗
」
と
云
っ
て
い
る
の
で
、
祭
祀
を
行
い
、
そ
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
○
傳
春
曰
至
曰
烝
○
正
義
曰
、「
釋
天
」文
。
孫
炎
曰
、「
祠
之
言
食
、
新
菜
可
、
嘗
嘗
新
穀
、
烝
進
品
物
也
」。
若
以
四
時
、
當
云
祠
嘗
烝
。
詩
以
便
文
、
故
不
依
先
後
、
此
皆『
周
禮
』
文
。
自
殷
以
上
、
則
嘗
烝
、『
王
制
』
文
也
。
至
周
公
則
去
夏
之
名
、
以
春
當
之
更
名
。
春
曰
祠
、
故
『
志
』
云
、「『
王
制
』
記
先
王
之
法
度
、
宗
廟
之
祭
、
春
曰
、
夏
曰
、
秋
曰
嘗
、
冬
曰
烝
。
爲
大
祭
、
於
夏
、
於
秋
、
於
冬
。
周
公
制
禮
、
乃
改
夏
爲
、
又
爲
大
祭
。」『
祭
義
注
』云
、「
周
以
爲
殷
祭
、
更
名
春
曰
祠
。」是
祠
嘗
烝
之
名
、
周
公
制
禮
之
所
改
也
。
若
然
文
王
之
詩
、
所
以
已
得
有
制
禮
所
改
之
名
者
、
然
（
校
１
）
王
者
因
革
、
與
世
而
遷
、
事
雖
制
禮
大
定
、
要
以
所
改
有
漸
（
校
２
）。『
易
』
曰
、「
不
如
西
隣
之
祭
」
鄭
注
爲
夏
祭
之
名
、
則
文
王
時
已
改
。
言
周
公
者
、
據
制
禮
大
定
言
之
耳
。
校
正（１
）
然
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
然
」
に
作
る
。『
十
三
經
注
疏
正
字
』
に
「
然
疑
以
字
誤
」
と
あ
る
。
（
２
）
要
以
所
改
有
漸
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
、「
要
以
所
改
有
漸
」
に
作
る
。
疏
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
要
亦
所
改
有
漸
」
に
作
る
。
元
「
校
勘
記
」
に
「
案
浦
云
、
亦
誤
以
。
是
也
。
盧
文
云
爾
雅
疏
作
亦
」
と
あ
る
。「
以
」
を
「
亦
」
と
し
て
解
し
た
。
○
毛
傳
の
「
春
曰
」
か
ら
「
曰
烝
」
ま
で
○
正
義：
（「
春
曰
祀
、
夏
曰
、
秋
曰
嘗
、
冬
曰
烝
」）
と
は
「
釋
天
」
の
文
。
孫
炎
の
注
に
、「
祀
は
食
と
音
通
で
意
味
は
食
。
春
の
祭
礼
。
と
は
新
し
い
菜
を
る﹇
?煮
る
﹈夏
の
祭
礼
。
嘗
と
は
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
穀
物
を
嘗
べ
る
こ
と﹇
を
中
心
と
し
た
秋
の
祭
礼
﹈、
烝
と
は
品
物
を
進
め
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
冬
の
祭
― ―98
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礼
」
と
あ
る
（
現
行
郭
注
も
同
文
）。
も
し
、
四
季
の
祭
礼
の
順
序
に
す
れ
ば
、
祀
・
・
嘗
・
烝
と
な
る
。
詩
で
は
文
章
の
便
宜
か
ら
こ
の
四
季
の
順
序
に
は
従
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
皆
周
の
礼
で
あ
る
（
注
１
）。
殷
よ
り
前
は
、
・
・
嘗
・
烝
と
云
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
『
禮
記
』「
王
制
」（
に
「
天
子
諸
侯
宗
廟
之
祭
、
春
曰
、
夏
曰
、
秋
曰
嘗
、
冬
曰
烝
」
と
あ
る
）
の
文
で
あ
る
（
注
２
）。
周
公
に
な
っ
て
夏
の
祭
礼
の
を
や
め
、春
の
祭
礼
で
あ
っ
た
を
あ
て
て
名
を
か
え
、春
の
祭
礼
を
祠
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
の
で
『
ていこう
志し
』（
注
３
）
に
は
「『
王
制
』
に
は
先
王
の
法
度
、
宗
廟
の
祭
礼
を
記
し
て
、
春
の
を
、
夏
の
を
、
秋
の
を
嘗
、
冬
の
を
烝
と
い
う
と
あ
る
。
は
大
祭
で
夏
、
秋
、
冬
に
行
わ
れ
る
。
周
公
が
礼
を
制
定
し
た
と
き
、
夏
の
祭
礼
を
と
改
め
、
も
大
祭
と
な
っ
た
。」『
祭
義
』
の
注
に
「
周
で
は
を
殷
の
祭
礼
に
あ
て
、
名
を
か
え
て
春
の
祭
礼
を
祠
と
い
っ
た
」
と
あ
る
（
注
４
）。
こ
れ
が
「
祠
・
・
嘗
・
烝
」
の
祭
礼
で
、
周
公
が
礼
制
を
改
め
た
と
き
こ
う
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
文
王
の
詩
に
お
い
て
已
に
周
公
が
礼
の
制
度
を
改
め
た
と
き
の
祭
礼
の
名
で
書
か
れ
て
い
る
の
は（
お
か
し
い
の
で
あ
る
が
）、
し
か
し
、〔
祭
礼
も
〕王
が
革
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
と
と
も
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。
礼
法
が
制
定
さ
れ
大
い
に
定
め
ら
れ
た
、
そ
う
し
た
事
柄
だ
と
し
て
も
、
つ
ま
り
は
そ
の
改
革
も
少
し
ず
つ
次
第
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。『
易
』
に
「
西
隣
の
祭
に
如
か
ず
」
と
あ
る
が
（
注
５
）、
そ
の
鄭
玄
注（
注
６
）に
は
祭
を
夏
の
祭
礼
の
名
と
し
て
い
る
。（
こ
れ
に
よ
れ
ば
）
す
な
わ
ち
、
文
王
の
時
も
う
已
に
夏
の
祭
礼
が
と
改
め
ら
れ
て
い
る
（
注
７
）。
周
公
の
時
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
礼
が
制
定
さ
れ
〔
天
下
〕
大
い
に
定
ま
っ
た
時
の
こ
と
に
よ
っ
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
８
）。
「
公
、
事
」『
釋
』
文
。「
公
は
事
」
と
は
『
爾
雅
』「
釋
」
の
文
。
注（
１
）
こ
れ
は
皆
周
礼
の
文
『
爾
雅
』「
釋
天
」
に
「
春
祭
曰
祀
、
夏
祭
曰
、
秋
祭
曰
嘗
、
冬
祭
曰
蒸
」
と
あ
り
、
そ
の
注
疏
に
は
「
此
別
四
時
及
三
代
諸
祭
名
也
。
春
祭
曰
祀
、
夏
祭
曰
、
秋
祭
曰
嘗
、
冬
祭
曰
蒸﹅
者
、
此
四
時
之
祭
名
也
。
郭
云
、
祠
之
言
食
、
新
菜
可
、
嘗
嘗
新
穀
、
蒸﹅
進
品
物
也
。
此﹅
皆﹅
周﹅
禮﹅
也﹅
。
殷
以
上
則
蒸
嘗
、
王
制
文
是
也
。」（
本
『
爾
雅
注
疏
』）
と
あ
り
、
上
の
注
疏
の
文
章
か
ら
す
れ
ば
、「
こ
れ
は
皆
周
の
礼
で
あ
る
。
殷
よ
り
以
前
は
〜
」
と
い
っ
た
文
脈
に
な
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「『
周
禮
』
の
文
」
と
み
れ
ば
、『
周
禮
』
春
官
・
大
宗
伯
に
「
以
祀
春
享
先
王
、
以
夏
享
先
王
、
以
嘗
秋
享
先
王
、
以
烝
冬
享
先
王
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
当
た
る
か
。
（
２
）
『
禮
記
』「
王
制
」
で
は
「
・
・
嘗
・
烝
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
３
）
『
志
』（『
魯
禮
志
』）
鄭
玄
撰
。『
毛
詩
正
義
』に
４
箇
所
、『
禮
記
正
義
』
に
２
箇
所
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
毛
詩
注
疏
引
書
引
得
』『
禮
記
注
疏
引
書
引
得
』、
野
間
文
史
『
毛
詩
正
義
引
書
索
引
』）。
（
４
）
『
禮
記
』「
祭
義
」
に
「
祭
不
欲
數
、
數
則
煩
、
煩
則
不
敬
。
…
是
故
君
子
合
諸
天
道
、
春
秋
嘗
。」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
春
者
夏
殷
禮
也
。
周
以
爲
殷
祭
、
更
名
春
祭
曰
祀
」
と
あ
る
。
（
５
）
西
隣
の
祭
『
周
易
』「
既
濟
」
に
「
九
五
、
東
殺
牛
、
不
如
西
之
祭
、
實
受
其
福
（
九
五
。
東
の
牛
を
殺
す
は
、
西
の
祭
し
て
、
実
に
其
の
福
を
受
く
る
に
如
か
ず：
東
隣
が
牛
を
殺
し
て
盛
祭
を
行
っ
て
も
、
西
隣
が
薄
祭
の
祭
を
し
て
、
福
を
受
け
る
の
に
及
ば
な
い
）」
と
あ
る
。
注
疏
に
よ
れ
ば
、「
も
し
東
隣
が
徳
を
修
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
に
、
牛
を
殺
し
て
盛
ん
な
祭
を
行
っ
て
も
、
鬼
神
は
こ
れ
― ―97
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二
を
饗う
け
な
い
。
我
が
西
隣
が
祭
を
行
え
ば
、
こ
の
祭
は
薄
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
徳
を
修
め
て
い
れ
ば
、
神
明
は
福
を
降
し
て
く
だ
さ
る
」と
い
っ
た
意
味
に
な
る
。
な
お
、『
周
易
正
義
』が
書
か
れ
た
当
時
、
こ
の
西
隣
と
は
文
王
を
指
し
て
お
り
、
東
隣
と
は
王
を
指
し
て
い
る
と
識
者
に
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
（『
周
易
正
義
』
巻
一
「
第
四
論
卦
辭
辭
誰
作
」：
「
既
濟
。
九
五
、
東
殺
牛
、
不
如
西
之
祭
。
説
者
皆
云
、
西
謂
文
王
、
東
謂
」）。
（
６
）
鄭
玄
注
『
周
易
』
鄭
玄
注
『
周
易
正
義
』
序
に
「
其
傳
易
者
、
西
都
則
有
丁
孟
京
田
、
東
都
則
有
荀
劉
馬
鄭
、
大
體
更
相
祖
述
、
非
有
絶
倫
。
唯
魏
世
王
輔
嗣
之
注
、
獨
冠
古
今
。
所
以
江
左
諸
儒
並
傳
其
學
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
注
疏
に
よ
れ
ば
鄭
玄
は
祭
を
夏
の
祭
祀
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
こ
の『
周
易
』「
既
濟
」の
注
疏
で
は
、「
、
殷
春
祭
之
名
、
祭
之
薄
者
也
」
と
あ
る
。
（
７
）
文
王
の
時
も
う
已
に
云
々
司
馬
遷
『
史
記
』「
周
本
紀
」
に
は
、「（
西
伯
）
其
囚
里
、
蓋
益
易
之
八
卦
爲
六
十
四
卦
」
と
あ
り
、
そ
の
張
守
節
「
正
義
」
に
は
「
易
正
義
云
、
伏
羲
制
卦
、
文
王
卦
辭
、
周
公
辭
、
孔
十
翼
也
」
と
い
う
。『
周
易
正
義
』
巻
一
に
「
第
四
論
卦
辭
辭
誰
作
」
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
二
説
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
説
は
卦
辭
辭
と
も
文
王
が
作
っ
た
と
す
る
も
の
、
も
う
一
説
は
辭
を
み
る
と
、
そ
の
多
く
は
文
王
の
後
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
等
の
理
由
で
、卦
辭
は
文
王
、
辭
は
周
公
が
作
っ
た
も
の
と
す
る
も
の
。『
周
易
』
の
卦
の
六
十
四
卦
は
文
王
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
（
８
）
制
礼
大
定
周
公
が
礼
を
制
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば『
禮
記
』
「
明
堂
位
」に「
武
王
崩
、
成
王
幼
弱
、
周
公
天
子
之
位
、
以
治
天
下
。
六
年
朝
諸
侯
於
明
堂
、
制
禮
作
、
頒
度
量
而
天
下
大
服
。」
と
あ
る
。
伏
生
『
書
傳
』
に
は
「
四
年
建
衛
侯
而
封
康
叔
、
五
年
營
成
洛
邑
、
七
年
制
禮
作
」
と
も
い
う
。
○
箋
公
先
至
諸
（
校
１
）
○
正
義
曰
、
毛
以
上
雖
言
之
、
未
是
祭
時
、
故
以
公
爲
事
、
先
王
、
公
從
可
知
也
。
鄭
以
孝
享
以
致
其
意
文
王
之
祭
、
實
及
先
公
、
故
以
爲
先
公
也
。
經
於
公
上
不
言
先
者
、
以
先
王
在
公
後
、
王
尚
言
先
則
公
爲
先
可
知
。
故
省
文
以
宛
句（
校
１
）
也
。先
公
謂
后
稷
至
諸
。
俗
本
皆
然
。
定
本
云
諸
至
不
。
疑
定
本
誤
。『
中
庸
注
』
云
、「
先
公
組
紺
以
上
至
后
稷
也
」。『
司
服
注
』
云
、「
先
公
不
至
諸
」。
「
天
作
箋
」云
、「
諸
至
不
」。
所
以
同
是
先
公
而
注
異
者
、
以
周
之
所
追
、
太
王
以
下
、
其
太
王
之
前
、
皆
爲
先
公
。
而
后
稷
周
之
始
祖
、
其
爲
先
公
、
書
傳
分
明
。
故
或
通
數
之
、
或
不
數
之
。
此
箋
后
稷
至
諸
、『
中
庸
注
』組
紺
以
上
至
后
稷
也
。
組
紺
即
諸
王
父
也
。
一
上
一
下
、
同
數
后
稷
也
。『
司
服
注
』不
至
諸
。「
天
作
箋
」「
諸
至
不
」。
亦
一
上
一
下
、
不
數
后
稷
。
皆
取
便
通
、
無
義
例
也
。
何
者
、
以
此
及「
天
作
」倶
爲
祭
詩
、
同
有
先
王
先
公
、
義
同
而
注
異
、
無
例
明
矣
。
此
歌
文
王
之
事
、
又
別
時
祭
之
名
。
文
王
時
祭
所
及
先
公
、
不
過
組
紺
亞
后
稷
而
已
。
言
后
稷
至
諸
者
、
傳
以
公
爲
事
、
箋
易
之
爲
先
公
、
因
廣
先
公
之
數
、
以
明
易
傳
之
意
、
不
謂
時
祭
盡
及
先
公
也
。
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三
校
正（１
）
宛
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、
各
本
す
べ
て
「
宛
」
に
作
る
。
元
「
勘
記
」
に
「
案
宛
當
作
婉
」
と
い
う
。「
宛
文
」
で
は
読
み
に
く
い
た
め
、
強
い
て
「
宛
」
を
「
婉
」
に
と
り
、「
婉
文
」（
文
を
美
し
く
し
た
）
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
「
宛
」
は
「
完
」
の
字
に
作
る
べ
き
も
の
か
。
黄
『
毛
詩
鄭
箋
平
議
』
に
は
、
こ
こ
の
正
義
の
文
を
「
…
故
省
文
以
完
句
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
意
味
上
取
り
や
す
く
、
且
つ
「
宛
」
と
「
完
」
は
字
と
し
て
間
違
い
や
す
い
。
○
鄭
箋
の
公
先
か
ら
諸
ま
で
毛
公
は
上
に「
之
」と
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
祭
礼
の
時
で
は
な
い
の
で
、
公
を
事
の
意
味
だ
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
先
王
を
挙
げ
れ
ば
、
当
然
先
公
も
そ
れ
に
従
っ
て
﹇
言
わ
れ
る
こ
と
が
自
ず
か
ら
﹈
わ
か
る
こ
と
な
の
で
〔
公
を
事
と
し
た
の
で
あ
る
〕。
鄭
玄
は
孝
享
の
心
で
そ
の
意
を
示
す
の
は
文
王
の
祭
礼
で
あ
る
が
、
実
際
は
先
公
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
、﹇
経
文
に
公
と
あ
る
公
と
は
﹈先
公
の
こ
と
だ
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
経
文
の
「
公
」
の
上
に
「
先
」
と
言
っ
て
い
な
い
の
は
、
先
王
が
「
公
」
の
後
に
あ
る
の
で
、
王
に
す
ら
「
先
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
「
公
」
は
先
公
で
あ
る
の
が
わ
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
の
で
文
を
省
い
て
、
宛
文
し
た
〔
文
を
整
え
た
〕
の
で
あ
る
（
注
１
）。
先
公
と
は
后
稷
よ
り
諸
ま
で
を
い
う
。
俗
本
は
み
な
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
定
本
で
は「
諸
よ
り
不
ま
で
」と
い
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
定
本
は
間
違
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。『
禮
記
・
中
庸
』
鄭
注
に
は
「
先
公
と
は
組
紺
よ
り
上
后
稷
に
至
る
ま
で
」
と
あ
る
（
注
２
）。『
周
禮
・
司
服
』
鄭
注
に
は
「
先
公
と
は
不ふちゆつよ
り
諸
に
至
る
ま
で
」
と
あ
る
（
注
３
）。「
周
頌
・
天
作
」
の
鄭
箋
に
は
「（
先
公
と
は
）
諸
よ
り
不
に
至
る
ま
で
」
と
あ
る
（
注
４
）。
同
じ
先
公
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
注
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
周
に
お
い
て
追
王
す
る（
注
５
）の
は
太
王
﹇＝
大
王
﹈
以
下
の
統
治
者
で
あ
り
、
太
王
以
前
の
統
治
者
は
み
な
先
公
と
い
い
、
し
か
も
后
稷
は
周
の
始
祖
で
あ
り
、
后
稷
が
先
公
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
書
傳
（
古
書
）
に
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
或
る
も
の
は
后
稷
ま
で
通
し
て
先
公
の
数
に
入
れ
、或
る
も
の
は
后
稷
を
そ
の
先
公
の
数
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
鄭
箋
で
は
先
公
と
は
后
稷
か
ら
諸
ま
で
と
し
て
い
る
。
ま
た『
中
庸
』の
鄭
注
で
は
組
紺
よ
り
上
、
后
稷
ま
で
と
し
て
い
る
。
組
紺
と
は
即
ち
諸
、
大
王
の
父
で
あ
る
。
先
公
が
誰
を
さ
す
か
、
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し
て
い
る
が
、〔
一
方
（
こ
の
鄭
箋
で
は
）
后
稷
を
上
に
置
き
、
一
方
（
中
庸
・
鄭
注
）
で
は
〕
ど
ち
ら
で
も
后
稷
を
先
公
の
数
の
中
に
入
れ
て
い
る
。
周
頌
「
天
作
」
の
鄭
箋
で
は
「
諸
よ
り
不
ま
で
」
と
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
（
先
公
が
誰
を
指
す
か
）上
げ
た
り
下
げ
た
り
し
て
、
后
稷
を
そ
の
先
公
の
数
の
中
に
入
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
場
合
の
都
合
に
よ
っ
て
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
こ
の
「
天
保
」
の
詩
及
び
「
天
作
」
の
詩
は
と
も
に
ど
ち
ら
も
祭
詩
で
あ
り
、
両
詩
と
も
先
王
先
公
が
歌
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
義
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
鄭
玄
の
注
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
文
王
の
事
を
歌
い
、
ま
た
時
祭
の
名
（
春
夏
秋
冬
の
祭
礼
の
名
）
を
別
に
し
て
い
る
。
文
王
の
時
祭
で
は
﹇
そ
の
祭
祀
が
﹈
及
ぶ
所
の
先
公
は
た
だ
組
紺
・
亞
・
后
稷
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
（
こ
の
「
天
保
」
の
鄭
箋
で
）「
后
稷
よ
り
諸
ま
で
」
と
す
る
の
は
、
毛
傳
が
「
公
」
の
字
を
「
事
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
を
、
鄭
箋
で
は
こ
れ
を
か
え
て
「
先
公
」
の
意
味
と
し
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一
四
た
の
で
、
広
く
先
公
の
数
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毛
傳
の
解
釈
を
か
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
た
め
で
あ
り
、（
そ
こ
で
ま
た
）時
祭
が
す
べ
て
先
公
に
及
ぶ
と
は
謂
わ
な
い
の
で
あ
る
。
注（
１
）
元
「
勘
記
」
の
如
く
、
婉
に
作
る
べ
き
と
す
れ
ば
、
句
を
婉
に
し
た
、
美
し
く
し
た
の
意
と
な
ろ
う
。
（
２
）
中
庸
注
『
禮
記
・
中
庸
』「
武
王
末
受
命
、
周
公
成
文
武
之
德
、
追
王
大
王
王
季
、
上
祀
先
公
以
天
子
之
禮
（
武
王
は
末お
﹇
?老
﹈
い
て
命
を
受
け
、
周
公
、
文
・
武
の
徳
を
成
し
、
大
王
・
王
季
を
追
王
し
、
上かみ
先
公
を
祀
る
に
天
子
の
礼
を
以
て
す
）。」
の
鄭
玄
注
。「
末
猶
老
也
。『
追
王
大
王
王
季
』
者
、
以
王
迹
起
焉
。
先
公
組
紺
以
上
至
后
稷
也
。」
な
お
、
司
馬
遷
『
史
記
』「
周
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
王
系
は
后
稷
｜
不ふちゆつ
｜
鞠きく
｜
公
劉
｜
慶
節
｜
皇
僕
｜
差
弗
｜
毀き
ゆ
｜
公
非
｜
高こうぎよ
｜
亞あ
ぎよ
｜
公こう
叔しゆく祖そ
類るい
｜
古こ
公こうたん
父ぽ（
太
王
）｜
季
（
公
季
、
王
季
）｜
昌
（
西
伯
、
文
王
）｜
發
（
武
王
）
と
な
る
。
な
お
、『
史
記
』「
索
隠
」
に
は
「
系
本
云
、『
太
公
組
紺
諸
』。
三
代
世
表
叔
類
、
凡
四
名
。
皇
甫
云
、『
公
祖
一
名
組
紺
諸
、
字
叔
類
、
號
曰
太
公
也
』
と
あ
る
。
（
３
）
司
服
注
『
周
禮
』
司
服
の
鄭
玄
注
に
「
先
公
謂
后
稷
之
後
、
大
王
之
前
、
不
至
諸
」
と
あ
る
。
（
４
）
天
作
箋
周
頌
・
天
作
「
天
作
祀
先
王
先
公
也
」
の
鄭
箋
に
「
先
王
謂
大
王
已
下
。
先
公
諸
至
不
」
と
あ
る
。
（
５
）
追
王
『
禮
記
・
中
庸
』「
武
王
末
受
命
、
周
公
成
文
武
之
德
、
追
王
大
王
王
季
、
…
」
の
鄭
注
に
「
則
追
王
者
改
葬
之
矣
」
と
あ
り
、
王
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
。
但
し
、
改
葬
す
る
と
い
う
の
は
現
実
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
も
の
か
、
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
に
は
「
追
王
、
蓋
推
文
武
之
意
、
以
及
乎
王
迹
之
所
起
也
（
追
王
と
は
蓋
し
文
・
武
の
意
を
推
し
て
、
以
て
王
迹
の
起
こ
る
所
に
及
ぼ
す
）」と
い
う
。
上
は
古
公
父
・
季
ま
で
を
王
と
し
て
扱
い
、
そ
の
上
は
先
公
と
し
て
天
子
の
礼
で
も
っ
て
祀
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
○
傳
先
君
至
象
神
○
正
義
曰
、
以
經
陳
祭
事
、
故
君
爲
先
君
也
。
言
曰
卜
爾
、
是
語
辭
。
故
知
也
。
而
君
者
、
所
以
象
神
、
由
象
先
君
之
神
、
傳
先
君
之
意
。
以
致
福
、
故
箋
申
之
、
云
、「
君
曰
卜
爾
者
主
人
傳
神
辭
也
」。
即「
少
牢
」云
、「
皇
命
工
祝
、
承
致
多
福
無
疆
于
汝
孝
孫
」之
等
、
是
傳
神
辭
、
主
人
也
。「
神
象
」、「
郊
特
牲
」
文
。
○
毛
傳
の
先
君
よ
り
象
神
ま
で
○
正
義：
経
文
が
祭
事
を
陳
べ
て
い
る
の
で
、
君
を
先
君
と
み
た
の
で
あ
る
。「
曰
卜
爾
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
託
宣
の
語
辞
で
あ
る
。
な
の
で
（
こ
れ
を
言
っ
て
い
る
の
は
）かたしろで
あ
る
の
が
分
か
る
。
そ
れ
な
の
に
「
君
」
と
し
て
い
る
の
は
、
は
神
に
象
っ
た
も
の
で
、（
こ
こ
で
は
）先
君
の
神
に
象
り
、
先
君
の
意
図
を
伝
え
た
こ
と
に
由
る
。
福
を
招
く
の
で
、
鄭
箋
で
は
こ
れ
を
敷
衍
し
て「
君
曰
卜
爾
」と
は
「
、
主
人
にさいわいし
﹇
祝
福
し
て
﹈、
神
の
辞
を
伝
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、『
儀
禮
』「
少
牢
食
礼
」
に
（
が
祭
礼
を
行
う
主
人
に
祝
福
の
辞
を
伝
え
て
）「
皇
命
工
祝
、
承
致
多
福
無
疆
于
汝
孝
孫
（
皇
、
工
祝
﹇
祝
官
﹈
に
命
ず
、
多
福
の
無
疆
を
汝
が
孝
孫
に
承つた
え
致
せ：
皇
い
な
る
が
祝
官
に
命
じ
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一
五
ら
れ
た
、『
疆
り
な
い
多
福
を
汝
孝
孫
に
承つた
え
致おく
ら
し
む
』）」な
ど
と
い
っ
て
い
る
の
が
「
神
の
辞
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
、（
神
に
代
わ
っ
て
）
主
人
に
祝
福
の
辞
を
の
べ
る
こ
と
で
あ
る
。「
神
象（
は
神
の
象かたどり
な
り
）」と
は『
禮
記
』「
郊
特
牲
」（
の
「
、
陳
也
（
は
陳
な
り
」
に
付
さ
れ
た
鄭
玄
注
）
の
文
。
神
之
弔
矣
（
校
１
）
神
の
弔いた
る
鬼
神
も
就
い
て
至
り
現
れ
爾
多
福
爾なんじに
多た
福ふく
を
おく
る
汝
に
多
福
を
遺
る
で
あ
ろ
う
弔
（
校
１
）、
至
、
、
遺
也
。
毛
傳：
弔
と
は
至
る
こ
と
、
い
と
は
遺おく
る
こ
と
。
箋
云
、
神
至
者
（
校
２
）、
宗
廟
致
敬
、
鬼
神
著
矣
。
此
之
謂
也
。
鄭
箋：
神
至
る
と
い
う
の
は
、
宗
廟
に
お
い
て
〔
先
公
先
王
を
〕
敬
い
祀
れ
ば
、
鬼
神
が
〔
に
着
い
て
〕
著
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
言
う
。
校
正（１
）
斯
『
巻
』
に
「
弔
」
を
「
予
」
に
作
る
。
誤
写
か
。
（
２
）
斯
『
巻
』
に
「
神
之
至
者
」
に
作
る
。
民
之
質
矣
民
を
質
な
ら
し
め
〔
神
は
〕
民
の
事
を
平
ら
か
に
さ
せ
日
用
飲
食
日
々
用
っ
て
飲
食
し
〔
汝
、
王
は
〕
日
日
相
と
も
に
宴
楽
し
質
、
成
也
。
毛
傳：
質
と
は
成
る
こ
と
。
箋
云
、
成
、
平
也
。
民
事
平
、
以
禮
飲
食
、
相
燕
而
已
（
校
１
）。
鄭
箋：
成
る
と
は
平
ら
に
な
る
こ
と
。民
の
事
が
平
ら
か
に
な
り
、礼
に
か
な
っ
た
や
り
方
で
飲
食
し
、
相
と
も
に
宴
す
る
こ
と
。
校
正（１
）
相
燕
而
已
斯
『
巻
』、「
相
而
也
」
に
作
る
。
伯
『
巻
』
に
「
相
而
而
也
」
に
作
る
。
黎
百
姓
ぐん
黎れい
百ひやく
姓せい
多
く
の
人
々
、
百
官
た
ち
は
み
な
徧
爲
爾
德
徧あまねく
爾なんじの
徳
と
爲
す
汝
の
徳
の
お
か
げ
だ
と
す
る
で
あ
ろ
う
百
姓
、
百
官
族
姓
也
。
毛
傳：
百
姓
と
は
百
官
の
族
姓
。
箋
云
、
黎
、
衆
也
。
衆
百
姓
徧
爲
女
之
德
、
言
則
而
象
（
校
１
）
之
。
鄭
箋：
黎
と
は
衆
。
群
衆
、
百
姓
た
ち
は
﹇
こ
の
よ
う
に
な
る
の
は
﹈
み
な
汝
の
徳
の
お
陰
だ
と
み
な
す
で
あ
ろ
う
。〔
王
に
〕
法
り
な
ら
う
こ
と
を
い
う
。
校
正（１
）
象
伯
『
巻
』、「
像
」
に
作
る
。
疏
神
之
至
爾
德
○
正
義
曰
、
此
承
上
厚
人
事
神
之
後
、
反
而
本
之
、
言
王
已
致
神
之
來
至
矣
。
遺
汝
王
以
多
福
、
又
使
民
之
事
平
矣
。
日
用
相
與
飲
食
爲
、
其
衆
百
姓
之
臣
、
徧
皆
爲
汝
之
德
、
言
法
効
之
（
校
１
）。
汝
既
人
定
事
治
（
２
）、
下
德
、
是
爲
天
安
定
王
業
、
使
君
聖
臣
賢
、
上
下
皆
善
也
。
校
正（１
）
言
法
效
之
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
言
法
效﹅
之
」
に
作
る
。
本
・
監
本
・
毛
本
、「
言
法
効﹅
之
」
に
作
る
。
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一
六
元
「
勘
記
」
に
「
案
効
即
效
訛
、
俗
字
也
」
と
あ
る
。
（
２
）
汝
既
人
定
事
治
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
汝
既
人
定
事
治
」
に
作
る
。
疏
本
、「
汝
既
人
神﹅
事
治
」
に
作
る
。
疏
神
之
か
ら
爾
德
ま
で
○
正
義：
こ
こ
は
上
の
「
人
に
厚
く
、
神
に
事
え
る
」
こ
と
の
後
を
承
け
て
、
更
に
本
に
返
っ
て
、
王
が
已
に
神
が
訪
れ
至
る
よ
う
に
取
り
運
ん
だ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。「
汝
、王
に
多
福
を
遺おく
り
、ま
た
民
の
事
を
平
ら
か
に
さ
せ
た
。そ
こ
で
日
々
王
と
民
と
相
と
も
に
飲
食
し
て
楽
し
み
、
多
く
の
百
家
姓
の
臣
下
た
ち
は
み
な
こ
れ
は
汝
、
王
の
徳
の
お
陰
だ
と
し
て
、
汝
に
法
り
な
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
汝
は
す
で
に
人
が
定
ま
り
、
事
が
治
ま
り
、
群
下
﹇
?部
下
や
弟
子
た
ち
﹈
も
そ
の
徳
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
天
が
王
業
を
安
定
さ
せ
、
君
主
を
聖
王
に
臣
下
を
賢
臣
に
し
、
上
の
者
下
の
者
と
も
ど
も
す
ぐ
れ
た
者
に
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。
如
月
之
恆
（
校
１
）
月つき
の
恆ゆみ
な
る
が
如ごと
く
月
が
次
第
に
明
る
さ
を
増
し
て
弦
の
形
を
な
す
よ
う
に
如
日
之
升
日ひ
の
升のぼ
る
が
如ごと
し
ま
た
太
陽
が
昇
り
始
め
て
い
く
よ
う
に
校
正（１
）
恆
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
恒
」
に
作
り
、
監
本
・
毛
本
・
本
、「
恆
」
に
作
る
。『
經
典
釋
文
』
に
「
本
亦
作
同
。
古
鄧
反
。
沈
、
古
恒
反
。
由
弦
也
」
と
あ
る
。
斯
『
巻
』
に
「
」
に
作
る
。
恆
、
弦
。
升
、
出
也
。
言
倶
進
也
。
毛
傳：
恆
と
は
弦
、
升
と
は
〔
日
が
〕
出
て
く
る
こ
と
。
ど
ち
ら
も
進
行
し
て
い
く
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
箋
云
、
月
上
弦
而
就
盈
、
日
始
出
而
就
明
。
鄭
箋：
月
は
上
弦
に
な
っ
て
か
ら
次
第
に
満
月
に
向
か
っ
て
い
き
、
太
陽
は
出
始
め
て
か
ら
次
第
に
明
る
く
な
っ
て
い
く
。
如
南
山
之
壽
南なん
山ざん
の
寿じゆ
の
如ごと
く
あ
の
終
南
山
の
山
姿
が
不
不
崩
か
け
ず
崩くず
れ
ず
欠
け
る
こ
と
も
な
く
崩
れ
る
こ
と
も
な
く
続
い
て
い
く
よ
う
に
、
也
。
毛
傳：
（『
經
典
釋
文
』
、
起
虔
反
）
は
か
け
る
こ
と
。
如
松
柏
之
茂
松しよう
柏はく
の
茂
る
が
如ごと
く
松
や
柏
樹
が
恒
に
青
々
と
枝
を
茂
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
無
不
爾
或
承
（
校
１
）
爾なんじに
承う
く
る
こ
と
或あ
ら
ざ
る
な
し
汝
の
子
孫
が
衰
え
果
て
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
箋
云
、
或
之
言
有
也
（
校
２
）。
如
松
柏
之
枝
葉
、
常
茂
盛
青
青
相
承
（
校
３
）、
無
（
校
４
）
衰
落
也
。
鄭
箋：
或
の
意
味
は
有
﹇
?有
る
﹈。
松
柏
の
木
の
枝
葉
が
常
に
青
々
と
茂
り
続
け
、
衰
落
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
校
正（１
）
無
不
爾
承
或
伯
『
巻
』、「
無
不
爾
或
烝
」
に
作
る
。
斯
『
巻
』
に
「
無
不
承
或
」
に
作
る
。
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七
（
２
）
有
也
伯
『
巻
』
に
「
有
」
に
作
る
。
斯
『
巻
』、「
肯
」
の
よ
う
に
読
め
る
。
誤
写
か
。
（
３
）
常
茂
盛
青
青
相
承
伯
『
巻
』、「
常
茂
盛
青
青
然﹅
相
烝﹅
」
に
作
る
。
（
４
）
無
斯
『
巻
』、「
不
」
に
作
る
。
疏
如
月
至
或
承
○
正
義
曰
、
上
章
天
安
王
位
、
此
章
説
堅
固
之
、
言
王
德
位
日
隆
、
有
進
無
退
、
如
日
月
（
校
１
）
之
上
弦
稍
就
盈
滿
、
如
日
之
始
出
（
校
２
）、
稍
益
明
盛
。
王
既
德
位
如
是
、
天
定
其
基
業
、
長
久
且
又
堅
固
、
如
南
山
之
壽
、
不
不
崩
、
故
常
得
隆
盛
。
如
松
柏
之
木
、
枝
葉
恆
茂
、
無
不
於
爾
有
承
、
如
松
柏
之
葉
、
新
故
相
承
代
、
常
無
彫
落
、
猶
王
子
孫
世
嗣
相
承
恆
無
衰
也
。
校
正（１
）
如
日
月
之
上
弦
疏
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
如
月
之
上
弦
」
に
作
る
。
足
利
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
、「
如
日
月
之
上
弦
」
に
作
る
。
元
「
勘
記
」
に
「
浦
云
、
日
當
衍
字
、
是
也
」
と
あ
る
。
意
味
上
か
ら
も
、
日
月
を
月
に
作
る
の
が
正
し
い
。
（
２
）
如
日
之
始
出
疏
本
、「
如
日
之
始
出
」に
作
る
。
足
利
本
・
元
刊
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・
本
、「
如
日
之
出
」
に
作
る
。
元
「
勘
記
」
に
「
案
出
上
當
有
始
字
。
因
上
文
衍
日
而
此
脱
也
」
と
い
う
。
疏
本
の
如
く
「
出
」
の
上
に
「
始
」
と
あ
る
の
が
よ
い
。
疏
如
月
よ
り
或
承
ま
で
○
正
義：
上
の
章
句
で
は
天
が
王
位
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
、
こ
の
章
句
で
は
そ
の
堅
固
な
る
情
況
を
説
い
て
い
る
。「
王
の
徳
位
は
日
増
し
に
隆
盛
と
な
り
、
進
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
退
く
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
あ
の
月
が
上
弦
か
ら
満
月
へ
と
進
む
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
太
陽
が
昇
り
始
め
る
と
、
益
々
明
る
く
盛
ん
に
な
る
よ
う
な
も
の
だ
。
王
は
そ
の
徳
位
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、
天
は
そ
の
基
業
を
長
く
久
し
く
ま
た
堅
固
に
定
め
給
う
た
。
そ
れ
は
あ
の
終
南
山
の
山
が
欠
け
る
こ
と
も
な
く
崩
れ
る
こ
と
も
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
常
に
隆
盛
で
居
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。あ
の
松
柏
の
木
が
そ
の
枝
葉
を
い
つ
も
茂
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
、汝
﹇
の
王
業
﹈を
伝
え
続
け
さ
せ
な
い
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
松
柏
の
葉
が
古
い
葉
か
ら
新
し
い
葉
へ
と
代
々
代
わ
り
伝
え
、
常
に
凋
落
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
王
の
子
孫
世
ぎ
が
代
々
相
継
承
し
常
に
衰
え
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。」
○
箋
月
上
至
就
明
○
正
義
曰
、
弦
有
上
下
、
知
上
弦
者
、
以
對
如
日
之
升
、
是
益
進
之
義
、
故
知
上
弦
矣
。
日
月
在
朔
交
會
、
倶
右
行
於
天
、
日
月
疾
、
從
朔
而
分
至
三
日
、
月
去
日
已
當
二
次（
校
１
）、
始
死
魄
而
出
、
漸
漸
遠
日
而
月
光
稍
長
、
八
日
九
日
、
大
率
月
體
正
半
昏
而
中
、
似
弓
之
張
而
弦
直
、
謂
上
弦
也
。
後
漸
進
至
十
五
十
六
日
、
月
體
滿
、
與
日
正
相
當
謂
之
望
、
云
體
滿
而
相
望
也
。
從
此
後
、
漸
、
至
二
十
三
日
二
十
四
日
亦
正
半
在
、
謂
之
下
弦
。
於
後
亦
漸
、
至
晦
而
盡
也
。
以
取
漸
進
之
義
、
故
言
上
弦
不
云
望
。『
集
本
』（
校
２
）『
定
本
』
字
作
恆
。
校
正（１
）
二
次
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
・
監
本
・
毛
本
・
本
・
全
書
本
、「
二
次
」
に
作
る
。
元
「
毛
詩
勘
記
」（『
皇
清
經
解
』
巻
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一
八
八
百
四
十
三
）
に
「
案
二
當
作
一
。
三
十
度
十
六
分
、
度
之
七
爲
一
次
、
月
去
日
、
日
十
二
度
十
九
分
、
度
之
七
、
計
三
日
、
去
合
朔
二
日
、
月
去
日
二
十
四
度
十
四
分
、
近
一
次
。
故
已
當
一
次
」
と
あ
る
。
（
２
）
集
本
足
利
本
・
疏
本
・
元
刊
本
・
本
・
本
・
全
書
本
、「
集
本
」
に
作
る
。
監
本
「
集
木
」
に
つ
く
る
。
監
本
の
誤
刻
。
○
鄭
箋
の
月
上
か
ら
就
明
ま
で
○
正
義：
月
の
弦
に
は
上
弦
下
弦
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
上
弦
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
は
、﹇「
月
の
恒
な
る
が
如
し
」
が
﹈「
日
の
升
る
が
如
し
」
と
対
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
益
々
進
み
往
く
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
の
で
、﹇
こ
の
弦
が
下
弦
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
﹈
上
弦
で
あ
る
の
が
分
か
る
の
だ
。
太
陽
と
月
と
は
朔
日
﹇
?陰
暦
つ
い
た
ち
﹈
に
交
会
し
、
と
も
に
天
を
右
方
向
に
運
行
す
る
。
そ
の
運
行
の
速
度
が
太
陽
は
遅
く
、
月
は
速
い
。
朔
﹇
?つ
い
た
ち
﹈
に
分
か
れ
て
か
ら
三
日
め
、
月
が
太
陽
を
去
る
こ
と
一
次
（
注
１
）
と
な
る
と
、（
魄
が
死な
く
な
り
始
め
て
、
明
が
）
現
れ
始
め
（
注
２
）、
段
々
と
太
陽
か
ら
遠
ざ
か
り
、
月
の
光
は
益
々
長
く
な
り
、
八
日
九
日
で
大
体
月
は
ち
ょ
う
ど
半
分
が
暗
く
な
り
、
半
月
と
な
る
。
弓
が
張
っ
て
そ
の
弦
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
の
に
似
て
い
る
の
で
上
弦
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
次
第
に
進
み
十
五
十
六
日
に
な
る
と
、
月
は
ま
ん
丸
に
な
り
、
太
陽
と
ち
ょ
う
ど
「
相
當
」
る
﹇
?正
面
に
向
か
い
合
う
﹈、
こ
れ
を
望
と
い
う
。
本
体
が
ま
ん
丸
に
な
り
相
望
む
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
後
は
次
第
に
欠
け
て
い
き
、
二
十
三
日
二
十
四
日
に
な
る
と
、
ま
た
ち
ょ
う
ど
本
体
の
半
分
、
明
る
い
部
分
が
残
る
、
半
月
と
な
る
。
こ
れ
を
下
弦
と
い
う
。
そ
の
後
ま
た
次
第
に
欠
け
て
い
き
、
晦
日
に
な
る
と
尽
き
て（
見
え
な
く
な
る
）。
こ
の
よ
う
に
月
の
運
行
が
漸
進
す
る
こ
と
の
意
味
を
取
っ
た
た
め
に
、
上
弦
と
言
っ
て
望
と
は
言
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
集
本
』『
定
本
』
で
は
の
字
を
恆
に
作
っ
て
い
る
。
注（
１
）
一
次
黄
道
付
近
の
天
の
一
周
を
西
か
ら
東
に
星
紀
・
玄げんきよう・
…
・
大
火
・
析
木
等
に
十
二
等
分
し
、
こ
れ
を
十
二
次
と
い
う
。
な
お
、『
春
秋
左
氏
傳
』
隠
公
三
年
「
春
王
二
月
巳
巳
日
有
食
之
」
の
杜
預
注
に
「
日
行
、
一
歳
一
周
天
、
月
行
疾
、
一
月
一
周
天
」
と
あ
り
、
そ
の
注
疏
に
「
古
今
之
言
暦
者
、
大
率
皆
以
周
天
爲
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一
。
日
行
比
月
爲
、
毎
日
行
一
度
、
故
一
歳
乃
行
一
周
天
。
月
行
比
日
爲
疾
、
毎
日
行
十
三
度
十
九
分
度
之
七
、
故
一
月
内
則
行
一
周
天
。
又
行
二
十
九
度
過
半
、
乃
逐
及
日
。」
と
説
か
れ
て
あ
る
。
（
参
照：
野
間
文
史
『
春
秋
正
義
の
総
合
的
研
究
』
平
成
十
五
年
度
〜
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費〔
基
盤
研
究
Ｃ
２
〕、
研
究
成
果
報
告
書
一
頁
〜
三
頁
）
（
２
）
始
死
魄
『
尚
書
』「
武
成
」
篇
「
惟
一
月
壬
辰
、
旁
死
魄
」
の
傳
「
此
本
よ
り
死
魄
ま
で
」
の
注
疏
に
「
魄
者
形
也
。
謂
月
之
輪
郭
無
光
之
處
、
名
魄
也
。
朔
後
明
生
而
魄
死
、
望
後
明
死
而
魄
生
。『
律
歴
志
』云
、
死
魄
、
朔
也
。
生
魄
、
望
也
。『
顧
命
』云
、
惟
四
月
哉
生
魄
。
傳
云
、
始
生
魄
、
月
十
六
日
也
。
月
十
六
日
爲
始
生
魄
、
是
一
日
爲
始
死
魄
、
二
日
近
死
魄
也
。
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、魄
と
は
月
の
輪
郭
の
光
が
な
い
と
こ
ろ
で
、朔﹇
?陰
暦
月
の
第
一
日
﹈
の
後
、
明
が
生
じ
始
め
、
魄
﹇
光
の
な
い
と
こ
ろ
﹈
が
な
く
な
り
始
め
る
。「
始
死
魄
」
と
は
月
の
一
日
の
こ
と
と
な
る
。
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一
九
